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１．活動テーマ 

感触あそび（小麦粉粘土） 

【テーマ】 

・小麦粉を触ったり粘土にして、様々な感触を楽しむ。 

【テーマの設定理由】 

・粉から粘土へと変化していく過程を体験し、手指の感覚を豊かにする。 

・触れる・こねる・ちぎるといった遊びを通して、子ども自身の気づきや表現を引き出す。 

２．活動スケジュール 

・導入：保育士の話を聞く、約束事の確認 

・展開：小麦粉に触れる → 水を加える → 粘土状に変化させる 

・発展：丸める、ちぎる、伸ばすなど自由遊び 

３．活動のために準備した素材や道具、環境設定 

・小麦粉、水、油、酢、ボウル、シート 

・活動前に「口に入れない」ことを確認 

・活動の合間に水分補給を行う 

・終了後はたらいの水で手の汚れを落としてから手洗い・着替えを行う 

４．探求活動の実践 

【活動内容】 

子どもたちは椅子に座り保育士の話を聞いた後、小麦粉に触れるところから活動を開始した。水を少しずつ

加えることで変化していく様子を見たり触れたりしながら楽しんでいた。 

「固まってる」「べとべとする」など、自分の感じたことを言葉にする姿も見られた。粉がまとまっていく過程を

子どもたちと一緒にゆっくり味わうことができた。 

事前に作っておいた粘土は水分量が多くべとついていたが、子どもたちは嫌がることなく手にくっつく感触も

楽しんでいた。途中で粉を足すことで状態が変化し、まとまりやすくなる様子も体験できた。 

粘土がもちもちとした感触になると、丸める・ちぎるなど、それぞれが思い思いに遊びを広げていた。 

【活動中の子どもの姿・声、関わり】 

 

・「べとべとする」「かたくなった」など感触の違いを言葉で表現する姿が見られた。 

・保育士が粉を足すと変化する様子に興味を示し、試そうとする姿があった。 

・子ども同士で見せ合ったり同じようにやってみるなど、自然な関わりが見られた。 

５．振り返り 

前日に小麦粉粘土を作っておき、当日は子どもたちの前でも作るようにした。事前に作ったものには酢を入

れていたが、水分量が多くべとついた状態であった。しかし子どもたちは手につくことを気にせず、その感触

も楽しんでいた。途中で粉を加えることで、べとつきが減り、もちもちとした扱いやすい状態に変化することを

体験できた。 



当日に作った粘土は適度な硬さで扱いやすく、感触の違いを比べることができた点もよかった。結果として、

べとついた状態の粘土も含め、様々な感触を楽しむことができた。今回はあえて色をつけず、素材そのもの

の感触に集中できた点も良かった。子どもたちはちぎる・丸めるなどの基本的な動きを十分に楽しんでいた。

今後は色を加えることで、さらに発想や表現を広げていきたい。 

また、活動中は落ち着いて座り、長時間集中して取り組む姿が見られた点も良かった。 

【振り返りによって得た保育者の気づき】 

・子どもは「良い状態」だけでなく、べとつきなどの違いも含めて感触を楽しむことができる。 

・素材の変化（粉→粘土）そのものが探求活動として有効である。 

・環境や素材を少し変えることで、子どもの気づきや遊びが広がる。 

・無理に完成形を求めず、過程を大切にすることの重要性を再確認した。 

 


